
【㊴特殊処理】基本設定ユーティリティ 

 

【超財務 SUPERA統合版 4.0】  1 

 

概要 

 簡易入力ⅡPRO の詳細設定になります。 

入力補助的な役割を持つ画面です。 

こんな時に利用します 

  ログイン者間での摘要辞書の移動、会社マスター間での摘要辞書の移動、 

仕訳一覧から摘要辞書へ摘要を登録させたい場合。 

社員の退職または移動のため、他のログイン者へ定型仕訳をコピーまたは移動させたい場合。 

拠点コード別に伝票 NO を自動採番させたい。 

（例：01 大阪支店は 01000～01999 迄、02 名古屋支店は 05001～07999 迄、自動連番を繰り返す等） 

 

この画面の次によく使う機能として 

 【簡易入力ⅡPRO】-【各入力画面】 

 【管理者業務】-【会社マスター登録】 → 伝票自動採番か手動か、拠点別、月別、年次等々の設定画面 
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【会社間辞書コピー】 

 マスターに追加した 辞書 とその 摘要項目 を 001 の会社マスターから 002 の会社マスターへ一括でｺﾋﾟ

ｰが可能ですコピー後、各会社(部署)マスターで修正していく場合はこちらを利用 
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【拠点別自動採番設定】 

 

 

 

 

 

 

 

★利用条件★ 

・拠点コード別に伝票番号を自動で割り振りたい 

・管理者業務の拠点コード登録でコードの登録をしている 

・伝票発行時に拠点コードを出力して管理している 

・管理者業務の会社マスター登録で伝票番号自動採番となっ

ている 

 

 



【㊴特殊処理】基本設定ユーティリティ 

 

【超財務 SUPERA統合版 4.0】  4 

 

管理者業務の 3 会社毎の設定を変更する →4 拠点登録修正 →拠点コードと名称を登録 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、拠点 と 伝票番号 で 1000 番台は

大阪支店とか 2000 番台は九州支店とか管理し

たい場合などに有効です。管理者業務の会社マ

スター登録で初期設定します。 
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【定型仕訳コピー】 

鈴木さんの登録してある定型仕訳パターンを佐藤さんへコピーしたい場合、以下のようにします。 

 

 

定型仕訳チェックリストで ログイン者別の定型仕訳リストの出力が可能です。 
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自由摘要に入っている、摘要 を弥生「適用辞書」の項目へ移動させたい 

各選択（ダブルクリック）します 

項目の移動で完了です 

 

 

 

 

 


